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民
憲
章
の
制
定
と
町
の
「
花
」

・
「
木
」
の
指
定
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
７
月
１
日
告
示
し
ま
し

た
。

方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成

19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
一
定
の
条

件
を
満
た
す
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工

事
が
行
わ
れ
た
住
宅
に
つ
い
て
、
そ

の
住
宅
の
翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税

に
限
り
、
３
分
の
１
が
減
額
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
そ
の
住
宅
の
１
０
０

相
当
分
ま
で
が
減
額
の
対
象
と
な
り

ま
す
。対

象
家
屋
・

居
住
者
の
要
件

平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
住
宅
（
居
住
部
分
が
２

分
の
１
以
上
）
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
が
居
住
し
て
い
　

る
住
宅
。
た
だ
し
、
賃
貸
住
宅
は

除
き
ま
す
。

・
65
歳
以
上
の
方
（
工
事
完
了
の
年

に
65
歳
に
な
る
方
を
含
み
ま
す
）

・
要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認
定

を
受
け
て
い
る
方

・
障
害
者
の
方

対
象
工
事
・

工
事
費
の
要
件

次
に
該
当
す
る
工
事
の
う
ち
、
そ

の
費
用
が
30
万
円
以
上
の
も
の
。

（
た
だ
し
、
補
助
金
な
ど
で
充
て
る

部
分
を
除
く
自
己
負
担
分
に
限
り
ま

す
。）

・
廊
下
の
拡
幅

・
階
段
の
勾
配
の
緩
和

・
浴
室
の
改
良
（
広
く
す
る
、
浴
槽

の
出
入
を
容
易
化
す
る
な
ど
）

・
便
所
の
改
良
（
広
く
す
る
、
洋
式

に
す
る
、
便
座
位
置
を
高
く
す
る

な
ど
）

・
手
す
り
の
取
付
け

・
床
の
段
差
の
解
消
（
段
差
を
な
く

す
、
ス
ロ
ー
プ
を
取
り
付
け
る
な

ど
）

・
出
入
口
の
戸
の
改
良
（
引
戸
、
折

戸
へ
の
取
替
え
な
ど
）

・
床
表
面
の
滑
り
止
め
化
（
滑
り
に

く
い
も
の
へ
の
取
替
え
な
ど
）

申
請
方
法

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
の
完
了

後
３
カ
月
以
内
に
、
領
収
書
・
工
事

明
細
書
や
写
真
な
ど
の
関
係
書
類
を

申
告
書
に
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

税
務
財
政
課
課
税
係
（
1
74
―
３
０

０
３
）
ま
で
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地

町
町民憲章

町の「花」と「木」
決　定！

ななかまど さくら つつじ すみれ

＜全文＞

わたしたちは、美しい洞爺湖、

みのり多き大地、さち豊かな内浦

湾にいだかれた洞爺湖町の町民で

す。

＜本文＞

○豊かな自然と郷土を愛し　美し

いまちをつくります

○人々が輝き交流と文化が香る　

生涯学習のまちをつくります

○健やかな心と体を育て　生きが

いのあるまちをつくります

○人権を大切にし　安全で平和な

まちをつくります

町民憲章

町
の
木

町
の
花

住宅のバリアフリー改修工事に

固定資産税の減額措置


